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ガソリン価格、需要減でも高値　米リベンジ消費が波及

日本のガソリン価格が騰勢を強めている。国内要因ではなく、米国のガソリン消費の増加だ。米国では夏場の「ドライブシーズン」に

加えて、昨年我慢した反動の「リベンジ消費」が盛り上がっており、7月上旬には過去最高の週間ガソリン出荷量を記録した。日本では

東京都に緊急事態宣言が発令されるなど需要は鈍い。「需要減でも高値」の構図はしばらく続きそうだ。

「6月はガソリン代だけで1万円以上の出費だった」。愛知県で給油していた主婦はこう吐露する。新型コロナウイルス禍のため長距離

の旅行は自粛していても、子どもの送迎や日々の食料品の買い出しなどに車は不可欠だ。

総務省が20日に発表した6月の消費者物価指数（CPI）によると、ガソリンは前年同月比17.9%上昇した。着実に家計を圧迫している。

資源エネルギー庁によれば、19日時点の全国店頭のレギュラーガソリン価格は1リットル158.3円。2020年5月の底値比で3割弱高く、2

年8カ月ぶりの高値だ。都内の給油所店長は「給油所が利益を多く取ろうとして、高値になっているわけではない。仕入れコストが高止

まりしているためだ」と強調する。

ガソリンが高いのは、原料の原油価格（ドバイ原油）が足元で1バレル70ドルを超え、年初比で4割ほど高い水準にあるためだ。コロナ

のワクチン接種が進んだうえ、米国で消費量が増える夏場のドライブシーズンが重なり、ガソリンの需要量が増えている。そのため米

エネルギー情報局（EIA）によると、7月上旬の週間の米国ガソリン出荷量（推定需要量）は日量1004万バレルと統計のある1991年2月

以来初めて1000万バレルを超え、過去最高となった。

EIAによれば19日時点の全米ガソリン価格は1ガロン（約3.8リットル）3.247ドル。カリフォルニア州では同4.265ドルをつけている。消

費者がガソリン高から消費を控えるとされる「1ガロン3ドル」を上回るが、「昨年抑えていた分、消費を増やしている。今のところ需

要はほとんど衰えていない」（国内アナリスト）という。

移動制限が緩和されている米国と対照的に、日本では東京や沖縄で緊急事態宣言が発令されている。石油連盟（東京・千代田）の資料

を基に推計した4~6月の出荷量は19年同期の水準から2割ほど落ち込んでいる。在庫量も6月中旬には230万キロリットル台まで増加し

た。20年同期比で4割、19年比では6割も高い水準だ。一大消費地である首都圏で五輪・パラリンピックに伴う交通規制があるのもガソ

リン消費には向かい風だ。

ニッセイ基礎研究所の上野剛志上席エコノミストは年内の国内ガソリン価格を「150円台～160円強が中心レンジ」とみる。160円を上

回れば14年11月以来の高値水準となる。
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GSアライアンス、100%天然バイオマス由来インク

境やエネルギー分野の先端材料の開発・販売を手掛けるスタートアップ、GSアライアンス（兵庫県川西

市）は、100%天然バイオマス由来のインク開発に成功した。石油系材料を一切使用せず、微生物などに

分解される生分解性を備える利点を持つ。同社が製造・販売する生分解性プラスチック製食器の着色に活

用するほか、インク単体での販売も見込む。
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東洋インキSCホールディングス社長　高島悟氏（上）

■30歳で米国赴任

東洋インキに入社して半年間の工場研修を経て、海外事業部に配属されました。海外顧客とやりとりしなが

らインドネシアや当時のソ連などに出張し、充実した日々を送っていました。ただ自分は根っからのアウト

ドア派で、大学時代に年間140日以上山に籠り、アラスカのデナリ山に40日間かけて登ったほど。もっと現

場に出してほしいと、上司に頼んでいました。

30歳の時に米国赴任を打診され、「ぜひお願いします」と即答しました。肩書はセールスマネジャーでした

が、一人で現地取引先を開拓するのが任務です。

ほとんど出社せず、飛行機とレンタカーで客先を転々とし、モーテルで寝泊まりする日々が続きました。電

話帳で見込み顧客を見つけては、公衆電話からアポを取り付けました。

■赴任3カ月で胃潰瘍

赴任3カ月は相手の話す英語が理解できず、話したいことも伝えられず、ストレスで胃潰瘍になりました。

もがきながらも語学力は徐々に身につき、言動を現地の環境に合わせるうちに、性格も変わりました。米国

では理屈を元にイエスノーをはっきり主張しなければならないからです。

米大手化学メーカーと品質を巡るトラブルが生じました。相手は理系の博士4～5人が交渉の席に現れる一方、

こちらは文系卒の私のみ。最初は日本流の誠意で乗り切ろうとしましたが、全く通用しません。

そこで本社の品質保証部に連絡して、細かな品質データを取り寄せて理論武装しました。社内の技術者から

は「どうしてそこまでデータが必要なのか」とけげんに思われました。結果的にこちらの言い分を交渉相手

に聞き入れてもらい、折り合うことができました。

■「理」で売上高倍増

日本で通じる「丁寧に説明すればわかる」という考え方は、「理を尊ばない」と誤解されます。米国では客

観的かつ論理的な説明が必要だと実感しました。それは、新規営業の面ではやりやすい面もありました。

「昔からなじみの取引先があるから」という理由で門前払いされることは少なく、製品や価格の話を聞いて

もらうことができました。そのおかげで米国駐在の8年間に、米州向け顔料の年間売上高を着任時のおよそ2

倍に伸ばすことができました。

最近では海外駐在者に求められる役割が変わり、現地法人のマネジメントが主になりました。言語の壁さえ

もIT（情報技術）の力で乗り越えられるようになっています。しかし、どんな時代でも現場・現物・現地の

三現主義で、異文化を心で感じる大切さは変わらないように思います。

たかしま・さとる 1984年（昭59年）慶大法卒、東洋インキ製造（現東洋インキSCホールディングス）入

社。13年東洋インキSCホールディングス取締役、19年専務。20年3月から現職。長野県出身。

日経新聞 ロイター通信 化学工業日報 燃料油脂新聞 環境ビジネス


